
(問題 5の続き)

(4)断熱圧縮率島 と等温圧縮率島はそれぞれ次のように定義される。
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途中の過程も記

間3 ギブスの自由エネルギIG(=υ +′y―軍)について,以下の設問 (1)～ (4)に答
えよ。

(1)Gの微小変量 JGが次のように表されることを示せ。

滅G=―SJr+■ヽ

(2)r.を一定にしたとき,Gの ′についての 1次と2次の導関数の符号を説明せよ。.
それに基づき:縦軸 G,横軸′の定性的な図を描け。ただし,等温圧縮率島の符
号は正である。 `

(3)一定圧力のもと, 1成分からなる固相と液相は,それぞれ融点 (耽 )以下と融点
以上の温度で安定である。固相と液相のGを rの関数として定性的に図示し,融
解熱んに関連づけてこの事実を説明せよ。ただし,図中に融′点 孔を明示するこ

と。

(4)設問 (3)の融点は,圧力を変えると変化し,温度 ―圧力のグラフ上で曲線とな
る。この曲線の傾き″/″:が次のように表されることを示せ。ただし,ス とちは

それぞれ融点における固相と液相の体積である。
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